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本園は、金城大学及び金城大学短期大学部との連携を密にし、大学教員ス
タッフや学生と連携しながら様々な活動を実施したり、大学行事への参加も積
極的に行ったりしています。「あそびの中に学びがある」をモットーに「幼児期
にしかできない」「幼児期だからこそ思いきりさせてあげたい」あそび・経験を
大切にし、その中で学び、成長する一人ひとりの姿を大切にしています。また、
満３歳児の受入れ、平日及び長期休業期間の預かり保育、未就園の子ども向け
の体験保育も実施しています。

金城大学附属西南幼稚園
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園長  太田淳子

2024（令和6）年5月1日現在

1976（昭和51）年 　石川県松任市（現在白山市）が松任市立西南幼稚園を創設
1979（昭和54）年 　金城学園が管理運営業務を受託
2008（平成20）年 　白山市から移管を受け、金城大学附属西南幼稚園として開園
2012（平成24）年 　石川県幼稚園教育理解推進事業公開保育研究協議会を実施

沿革

一人ひとりの個性を伸ばしながら、人間形成の基礎を養い、
自主的にあそべる子どもを目指す。

教育目標

卒園児数累計（令和5年度を含む。）1,258人
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全国大会での主な活躍　2023（令和5）年6月～ 2024（令和6）年5月
卓球部（男子）

卓球部（女子）

バトントワリング部

サッカー部

駅伝競走部（男子）

駅伝競走部（女子）

吹奏楽部

ｅスポーツ部

全国高校総合体育大会　学校対抗　ベスト16
国民体育大会　都道府県対抗　第3位
全国高校選抜大会　学校対抗　第3位

全国高校総合体育大会　学校対抗　第5位
国民体育大会　都道府県対抗　第2位
全国高校選抜大会　学校対抗　ベスト16

JAPANCUP 2023　バトントワリング部高校部門　第2位
第51回バトントワーリング全国大会　高等学校の部バトン編成　金賞　グランプリ ノードロップ賞

JFA第10回全日本 U18フットサル選手権大会　ベスト8

全国高等学校駅伝競走大会　出場

全国高等学校駅伝競走大会　出場

第51回マーチングバンド全国大会　金賞（第3位）

NASEF JAPAN全日本高校 eスポーツ選手権 League of Legend部門　ブロックベスト8
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・　実学バス研修
5月13日SDGsやボランティア活動について自らの経験を通して課題を見つけることを目的に実学バス研
修を実施しました。千里浜なぎさドライブウェイの海岸保全や富来海岸清掃に取り組むとともに、株式会社
Meijiから講師をお招きし「チョコレートとSDGs」の講話をしていただきました。

・　バトントワリング部
12月9日に千葉県の幕張メッセで開催された「第51回バトントワーリング全国大会」において、7回目の
グランプリ（文部科学大臣賞）およびノードロップ賞を受賞しました。

・　吹奏楽部
12月10日さいたまスーパーアリーナで開催された「第51回マーチングバンド全国大会」において、初めて
の金賞（第3位）を受賞しました。　

・　ハロウィンナイト
10月28日中学生及び保護者を対象に昨年に引き続きハロウィンナイトを実施。吹奏楽部、バトントワリ
ング部、ストリートダンス部による演技発表や生徒会企画の催し、軽音楽部ライブなど様々なイベントが
行われました。ハロウィン用に装飾された校内を巡りながら遊学館高校を楽しめる企画となりました。

2023（令和5）年度～2024（令和6）年5月Topics

・　従来の大短連携プログラム（わくわくタイム）を見直し、令和5年度からは体育・自然体験・思考力と豊かな
感性を育てる体験・特別体験を柱とし、9つのプログラムを実施しています。新たに取り入れた「ダンスであそ
ぼう」では、短大生とダンスに取り組み、「アートであそぼう」では、大学の先生とダイナミックで感性をくすぐる
体験を楽しみました。これまで以上に様々な分野で学びを深めていけるように取り組んでいます。

2023（令和5）年度～2024（令和6）年5月Topics

・　SDGsの一環として取り組んできた畑の野菜の堆肥作りに引き続き、令和5年度は、金城大学短期大学部の
畑サークルが取り組んだ地域との交流に園児も参加し、翠星高校の生徒も加わって、さつま芋の苗植えと収穫を
行いました。また、収穫した野菜等を使った味噌汁を、近隣の松陽小学校の5年生と一緒に食べ、食を通して地域
との絆を強めることができました。




